
○概ね５年で実施する取組　【仁淀川】
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１）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策

【仁淀川】
・堤防整備
・浸透対策
・河道掘削による流下能
力向上
【支川】
・支川の河川改修事業を
推進

AD

・仁淀川支川の河
川改修事業を推進

・仁淀川支川の河
川改修事業を推進
(継続)

【仁淀川】
・弘岡箇所の浸透
対策
・新居箇所の河道
掘削による流下能
力向上

・加田箇所の堤防
整備
・用石箇所、弘岡
箇所の浸透対策
・用石箇所、新居
箇所の河道掘削に
よる流下能力向上
(平成28年度～平
成32年度）

■危機管理型ハード対策

・堤防天端の舗装
AE

・堤防天端の舗装 実施済

■内水被害を軽減する対策

・排水施設の整備 ・宇治川排水機場
のポンプ増設の検
討を実施

・宇治川排水機場
のポンプ増設(平成
28年度～平成30
年度)

・日下川放水路の
新設の検討を実施

・日下川放水路の
新設(平成28年度
～平成32年度)

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・早期に氾濫が発生する
地区に対して、洪水時の
避難勧告等の発令判断
に活用する水位計の整備

Ｄ ー

・四国地方整備局
による水位計整備
後、洪水時の避難
勧告等の発令判断
に活用する － － － － － － － －

・洪水に対してリス
クの高い箇所の水
位を把握するため、
田ノ裏に水位計を
追加設置（平成29
年3月)

実施済

・避難行動に必要な映像
提供に配慮したCCTVカメ
ラの設置

Ｋ － － － － － － － － － －

・弘岡箇所に設置
するCCTVカメラの
設計を実施

・未整備地区に
CCTVカメラの設置
（弘岡箇所）(平成
29年度)

・堤防天端を活用した資
材搬入路としての活用運
用整備

Ｖ －

・ＪＲの仁淀川橋梁
の堤防との交差部
について、災害時
の通行に関し利用
協議し活用
（平成29年度～平
成32年度)

・水防資機材の確保

Ｖ、Ｗ

・市町村、県、四国
地方整備局の間
で、水防資機材の
備蓄情報を共有
・鏡川沿川水防倉
庫に備蓄済

実施済 ・市町村、県、四国
地方整備局の間
で、水防資機材の
備蓄情報を共有
・土のうステーショ
ンは、光永地区の
倉庫に設置済

実施済 ・市町村、県、四国
地方整備局の間
で、水防資機材の
備蓄情報を共有
・各分団、部屯所に
土のう、スコップ、
照明、舟艇、ライフ
ジャケット等を配備
・土のうステーショ
ン整備を検討

実施済

・土のうステーショ
ン整備を検討(平成
29年度)

・市町村、県、四国
地方整備局の間
で、水防資機材の
備蓄情報を共有
・土のう袋と砂を役
場庁舎に備蓄済

実施済 ・市町村、県、四国
地方整備局の間
で、水防資機材の
備蓄情報を共有
・土のう作成用の土
を保管する「土のう
ステーション」1箇
所整備済

実施済 ・市町村、県、四国
地方整備局の間
で、水防資機材の
備蓄情報を共有
・県の水防倉庫に
備蓄済
・水防計画で必要
に応じて市町村へ
の資材提供を実施

実施済 ・市町村、県、四国
地方整備局の間
で、水防資機材の
備蓄情報を共有
・大規模な災害が
発生した場合、また
は発生のおそれが
ある場合は、自治
体への支援を実施

(毎年(出水期前)）

随時

・市町村庁舎、災害拠点
の病院等の浸水被害対
策

Ｘ

・高知市役所春野
庁舎について移転
完了(平成29年1
月31日)

実施済 ・土佐市防災セン
ターの電源設備を2
階に設置済
・役所庁舎は、建て
替えを検討済であり
合わせて電源設備
の配置箇所等の浸
水被害対策を検討

・実施済

・役所庁舎は、建て
替えを検討済であり
合わせて電源設備
の配置箇所等の浸
水被害対策を検討
する予定(平成28
年度～)

いの町本庁舎は対
策済

実施済

－ － －

・日高村役場庁舎
の建て替えを含め
浸水対策を検討
(平成28年度～平
成32年度)

－

・高知県中央西土
木事務所の電源設
備の浸水被害対策
の検討(平成29年
度～)

－

・仁淀川出張所の
浸水被害対策の検
討(平成29年度～)

－ －

・天神ヶ谷川の改
修

・日下川、戸梶川
の改修

・天神ヶ谷川の改
修(平成28年度～
平成31年度)
・日下川、戸梶川
の改修(平成28年
度～平成32年度)

・日下川岩目地及
び戸梶川(馬越)に
排水ポンプの設置
などのハード対策
(平成28年度～平
成32年度)

・雨水ポンプ場実
施設計業務、雨水
渠実施設計業務、
河川側壁嵩上等実
施設計業務

平成24年度1台目
供用開始（1.45t/s
×1台）

・雨水ポンプ場２箇
所整備、マンホー
ルポンプ１箇所整
備、雨水渠整備、
河川側壁嵩上(平
成29年度～平成
31年度)
平成30年度２台目
供用開始予定（完
成　総排水2.9t/s）

項目 事項 内容
課題
の

対応

AF －

高知地方気象台
四国地方整備局　高知河川国道事務所

　　　　大渡ダム管理所高知市 土佐市 いの町 日高村 高知県佐川町

別紙２－３
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２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する取組

・リアルタイムの情報提供
及び連絡網の整備

Ｉ、Ｋ、
Ｌ

・関係機関の防災
情報について高知
市ウェブサイトへのリ
ンク設定（県、国等
の防災関連情報）

・関係機関の防災
情報について高知
市ウェブサイトへのリ
ンク設定（県、国等
の防災関連情報）
(継続)

・メール配信サービ
ス(水防団への情
報連絡網の整備）
により情報提供

・メール配信サービ
ス(水防団への情
報連絡網の整備）
により情報提供
(継続）

・いの町枝川地区
高度雨水情報シス
テムにより情報提
供

・いの町枝川地区
高度雨水情報シス
テムにより情報提
供（平成28年度～)

・メール配信サービ
スにより情報提供

・メール配信サービ
スにより情報提供
(継続)

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等による情報伝
達

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等による情報伝
達（継続）
・日高村水防情報
システムの情報提
供の周知(平成29
年度)

・水防情報システ
ムによる情報提供
の周知

・水防情報システ
ムによる情報提供
の周知(継続)

・CCTVカメラのライ
ブ映像公開箇所の
拡大及びテロップの
追加(平成28年9
月7台カメラ追加)
・NHKとの協定に基
づき河川情報及び
映像情報等を配信

・CCTVカメラのライ
ブ映像公開箇所の
拡大及びテロップの
追加(平成28年度
～)
・NHKとの協定に基
づき河川情報及び
映像情報等を配信
(継続)

・「映像情報の提供に関
する協定」の締結

Ｍ

・四国地方整備局
からの映像の受信

・四国地方整備局
からの映像の受信
(継続)

・四国地方整備局
からの映像の受信

・四国地方整備局
からの映像の受信
(継続)

・四国地方整備局
からの映像の受信

・四国地方整備局
からの映像の受信
(継続)

－ －

・四国地方整備局
からの映像の受信

・四国地方整備局
からの映像の受信
(継続）

－ －

・協定に基づき河
川や道路の映像を
提供

・協定に基づき河
川や道路の映像を
提供(継続）

・プッシュ型情報の発信

Ｊ、Ｎ

・緊急速報メール
等により伝達

・緊急速報メール
等により伝達(継続)

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等により伝達

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等により伝達（継
続）

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス（水防団への情
報連絡網の整備）
等により伝達

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス（水防団への情
報連絡網の整備）
等により伝達(継続)

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等により伝達

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等により伝達(継
続）

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等により伝達

・緊急速報メール、
メール配信サービ
ス等により伝達(継
続）

・県が運用している
高知県総合防災情
報システムへのＬア
ラート、緊急速報
メールの配信機能
の付加により、市町
村が行う住民への
伝達を支援

・県が運用している
高知県総合防災情
報システムへのＬア
ラート、緊急速報
メールの配信機能
の付加により、市町
村が行う住民への
伝達を支援(継続)

・スマートフォン等に
よるプッシュ型の洪
水予報等の配信を
実施するために市
町村の同意済(平
成28年10月)

・スマートフォン等に
よるプッシュ型の洪
水予報等の配信を
実施(平成29年5
月～)

・避難勧告に着目した防
災行動計画（タイムライ
ン）における関係機関の連
携状況等を踏まえた精度
向上

Ｄ

・タイムラインを作
成（平成29年2月）

実施済 ・タイムラインの精
査・見直し

・タイムラインの精
査・見直し(平成28
年度～)
（平成29年5月中
に精査）

－

・タイムラインの作
成(平成29年5月)

－

・タイムラインの作
成(平成29年5月
中)

－

・タイムラインの作
成(平成29年5月)

・市町村、国と協力
しタイムラインの作
成

・市町村、国と協力
しタイムラインの作
成(平成28年度～)

・市町村、四国地
方整備局と協力し
タイムラインの作成

・市町村、四国地
方整備局と協力し
タイムラインの作成
(平成28年度～）

・関係機関（市町
村、県、高知地方
気象台）の行動状
況を踏まえたタイム
ラインの精査、見直
し

・タイムラインを作
成できていない市
町村のタイムライン
を作成
・関係機関（市町
村、県、高知地方
気象台）の行動状
況を踏まえたタイム
ラインの精査、見直
し(平成28年度～)

・防災行動計画（タイムラ
イン）を用いた訓練の実施

Ｅ －

・タイムラインを用い
た訓練の実施（平
成29年度～)

・タイムラインを用い
た訓練の実施(平
成28年5月)

・タイムラインを用い
た訓練の実施(平
成29年10月) －

・タイムラインを用い
た訓練の実施(平
成29年度～) －

・タイムラインを用い
た訓練の実施(平
成29年度～) －

・タイムラインを用い
た訓練の実施(平
成29年度～) －

・タイムラインを用い
た訓練の実施(平
成29年度～) －

・タイムラインを用い
た訓練の実施(平
成29年度～)

・タイムラインを用い
た洪水対応演習の
実施(平成28年5
月)

・タイムラインを用い
た洪水対応演習の
実施(継続)

・避難勧告等における助
言の実施

Ｄ

・気象警報等の発
表時には市町村の
体制を確認するとと
もに、高知地方気
象台と連携した気
象情報の提供や、
発令基準等の水位
となる場合には避
難勧告等の発令に
ついて助言を行う

・気象警報等の発
表時には市町村の
体制を確認するとと
もに、高知地方気
象台と連携した気
象情報の提供や、
発令基準等の水位
となる場合には避
難勧告等の発令に
ついて助言を行う
(継続)

・避難勧告等の発
令について助言を
求められた場合
は、助言を行う

・避難勧告等の発
令について助言を
求められた場合
は、助言を行う(継
続)

・避難勧告等の発
令について助言を
求められた場合
は、助言を行う

・避難勧告等の発
令について助言を
求められた場合
は、助言を行う(継
続)

・近隣市町村との広域避
難に関する調整、避難経
路の検討

Ｇ、
Ｈ、Ｑ

－

・近隣市町村との
広域避難に関する
調整、避難経路の
検討(平成29年度
～)

－

・近隣市町村との
広域避難に関する
調整、避難経路の
検討（平成29年度
～)

・地区から提案の
あった避難場所に
ついて、避難経路・
避難スペース等の
現地踏査による確
認を実施
（H28.11.17）
・水害時の指定緊
急避難場所を表示
する看板を設置

・近隣市町村との
広域避難に関する
調整、避難経路の
検討(平成28年度
～)

－

・近隣市町村との
広域避難に関する
調整、避難経路の
検討(平成28年度
～)

－

・近隣市町との広
域避難に関する調
整、避難経路の検
討(平成28年度～)

・避難行動計画の検討

Ｐ － － － － － －

・「さかわ家族防災
会議の日」を制定
(平成28年度8月)
・「防災まちづくりサ
ロン」を開催(平成
27年度は7地区、
平成28年度は予
定30地区中30地
区実施済み)

・風水害時に避難
すべきかどうかなど
の行動計画を、予
め家庭毎で決定し
てもらう取組を実施
(平成28年～平成
30年)

－ －

・洪水予報文の改良

Ａ

・氾濫が発生した場
合の浸水区域とし
て対象となる地区
まで表示した洪水
予報文を発表

・氾濫が発生した場
合の浸水区域とし
て対象となる地区
まで表示した洪水
予報文を発表(継
続)

・氾濫が発生した場
合の浸水区域とし
て対象となる地区
まで表示した洪水
予報文を発表
・対象となる地区を
想定しうる最大規
模の降雨に伴う浸
水想定区域へ見直
しを実施(平成29年
3月)

・氾濫が発生した場
合の浸水区域とし
て対象となる地区
まで表示した洪水
予報文を発表(継
続)

四国地方整備局　高知河川国道事務所
　　　　大渡ダム管理所高知県 高知地方気象台高知市 土佐市 いの町 佐川町 日高村

項目 事項 内容
課題
の

対応

-41-



現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定

・想定しうる最大規模の降
雨も含めた浸水想定区域
及び地点別氾濫シミュ
レーション、家屋倒壊等
氾濫想定区域の指定 Ｏ

・想定しうる最大規
模の降雨も含めた
浸水想定区域及び
地点別氾濫シミュ
レーション、家屋倒
壊等氾濫想定区域
の指定、周知(平成
28年5月)

実施済

・想定しうる最大規模の降
雨も含めた浸水想定区域
及び地点別氾濫シミュ
レーション、家屋倒壊等
氾濫想定区域の住民へ
の周知

Ｆ、Ｏ

・四国地方整備局
と連携し必要に応じ
て想定しうる最大規
模の降雨に伴う浸
水想定区域等の住
民説明を実施(平
成28年7月、平成
29年4月28日）

・四国地方整備局
と連携し必要に応じ
て想定しうる最大規
模の降雨に伴う浸
水想定区域等の住
民説明を実施(平
成28年度～)

・防災情報のチラシ
を配布(平成28年9
月)

実施済 ・防災情報のチラシ
を配布(平成28年9
月)
・想定しうる最大規
模の降雨に伴う浸
水想定区域等につ
いての地元説明会
を実施
(H28.10.21、
11.9、11.15、
11.24、11.28)

実施済

継続実施

・防災情報のチラシ
を配布(平成28年9
月)

実施済 ・防災情報のチラシ
を配布(平成28年9
月)

実施済 ・市町村と連携し必
要に応じて想定しう
る最大規模の降雨
に伴う浸水想定区
域等の住民説明を
実施(平成28年7
月、平成29年4月
28日)
・事務所のウェブサ
イトで、破堤地点別
の氾濫流の到達時
間を表示した想定
しうる最大規模の
降雨に伴う浸水想
定区域図を公開
（平成28年12月26
日）

・市町村と連携し必
要に応じて想定しう
る最大規模の降雨
に伴う浸水想定区
域等の住民説明を
実施(平成28年度
～)

・浸水リスクに関する住民
意識調査及び防災情報
の認識、活用実態調査の
実施 Ａ、Ｉ、

Ｏ
－

・四国地方整備局
と連携して、浸水リ
スクに関する住民
意識調査及び防災
情報の認識、活用
実態調査を実施
（平成29年度～)

－

・四国地方整備局
と連携して、浸水リ
スクに関する住民
意識調査及び防災
情報の認識、活用
実態調査を実施
(平成29年度～)

－

・四国地方整備局
と連携して、浸水リ
スクに関する住民
意識調査及び防災
情報の認識、活用
実態調査を実施
(平成29年度～)

－

・四国地方整備局
と連携して、浸水リ
スクに関する住民
意識調査及び防災
情報の認識、活用
実態調査を実施
(平成29年度～)

－

・四国地方整備局
と連携して、浸水リ
スクに関する住民
意識調査及び防災
情報の認識、活用
実態調査を実施
(平成29年度～)

－

・市町村と連携し
て、浸水リスクに関
する住民意識調査
及び防災情報の認
識、活用実態調査
を実施し、今後の
実施施策を検討
(平成29年度～)

・ハザードマップ（統合型
防災マップ）の作成、改
良、周知 Ｇ、Ｐ

仁淀川ハザードマッ
プを作成【平成29
年３月】

・ハザードマップ周
知、配布【平成29
年５月】 －

・ハザードマップの
改良、周知、配布
（平成30年度以降)

・洪水・土砂ハザー
ドマップ作成
※配布は出水期ま
でに

・ハザードマップの
配布、活用した避
難計画（平成29年
度以降)

－

・ハザードマップの
改良、周知、配布
（平成29年度) －

・ハザードマップの
改良、周知、配布
(平成30年度)

・ハザードマップ作
成のため技術支援
を実施

・ハザードマップ作
成のため技術支援
を実施(継続)

・まるごとまちごとハザード
マップの整備と周知

Ｏ

・H28年度分実施
完了（表示板１６
枚）

・実績浸水深の電
柱等への表示(平
成28年度～平成
30年度)

・主要箇所への実
績浸水深等の表示
の実施（表示板9
枚）

・主要箇所への実
績浸水深等の表示
の実施(平成28年
度～)

■情報伝達、避難計画等に関する取組

・情報伝達手段の多重化
としてのコミュニティFM放
送の整備、防災ラジオ配
布の検討を実施 Ｉ、Ｎ

・シティFMと大規模
災害時の放送につ
いて協定締結【平
成28年9月】

・実施済

・防災ラジオの配布
の検討(平成29年
度～)

・要配慮者対象に
防災ラジオの配布

・要配慮者対象に
防災ラジオの配布
(継続）

－

・臨時コミュニティＦ
Ｍ放送の体制整
備、防災行政無線
更新に併せた防災
ラジオの検討、配
布の検討(平成28
年度～)

－ －

・広域避難所への
携帯ラジオの配備
実施済

・防災ラジオの配布
を検討(平成28年
度～)

・情報伝達（ﾎｯﾄﾗｲﾝ）の
実施

Ｂ

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施(継
続）

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施(継
続)

・災害発生のおそ
れがある場合は、
町長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施

・災害発生のおそ
れがある場合は、
町長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施(継
続)

・災害発生のおそ
れがある場合は、
町長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施

・災害発生のおそ
れがある場合は、
町長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施(継
続)

・災害発生のおそ
れがある場合は、
村長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施

・災害発生のおそ
れがある場合は、
村長と高知地方気
象台及び四国地方
整備局の間で相互
に情報伝達（ホット
ライン）を実施(継
続)

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長村長と台長の
間で相互に情報伝
達(ホットライン)を
実施

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長村長と台長の
間で相互に情報伝
達(ホットライン)を
実施(継続)

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長村長と事務所
長の間で相互に情
報伝達（ﾎｯﾄﾗｲﾝ）
を実施

・災害発生のおそ
れがある場合は、
市長村長と事務所
長の間で相互に情
報伝達（ﾎｯﾄﾗｲﾝ）
を実施
(継続)

・浸水被害情報提供シス
テムによる内水状況の共
有

Ｃ － － －

・四国地方整備局
と波介川流域浸水
情報提供システム
による浸水被害及
び浸水予測を共有
(平成31年度～)

－

・四国地方整備局
と宇治川流域浸水
情報システムによる
浸水被害及び浸水
予測を共有（平成
30年度～)

－

・四国地方整備局
と日下川流域浸水
情報システムによる
浸水被害及び浸水
予測を共有(平成
29年度～)

－

・四国地方整備局
と日下川流域浸水
情報システムによる
浸水被害及び浸水
予測を共有(平成
29年度～)

・日下川流域浸水
情報システムを構
築し、浸水被害及
び浸水予測を佐川
町、日高村に情報
提供(平成29年3
月）

・波介川流域浸水
情報提供システム
による内水被害状
況を市に提供
　また、予測システ
ムを構築し、浸水
予測を土佐市に情
報提供(平成30年
度)
・宇治川流域浸水
情報システムを構
築し、浸水被害及
び浸水予測をいの
町に情報提供(平
成29年度)

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・避難を促す緊急行動に
係わる情報の共有

Ｄ

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施

毎年
(出水期前）

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施

毎年
(出水期前）

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施
・防災関係団体職
員による訓練、学
習会を検討

毎年
(出水期前）

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施

毎年
(出水期前）

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施
・村内自主防災連
絡協議会と協力し
て、村民へ防災講
習会などを通じ啓
発の実施

毎年
(出水期前）

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施

毎年
(出水期前）

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施

毎年
(出水期前）

・首長以下の関係
者で、仁淀川大規
模氾濫に関する減
災対策協議会等を
実施

毎年
(出水期前）

・情報発信時の「危険度
の色分け」や「警報級の可
能性」等の改善

Ｌ

現在、改善作業を
実施中

・情報発信時の「危
険度を色分けした
時系列」表示及び
「警報級の可能性」
についての改善(平
成29年 5月17日 )

高知県 高知地方気象台
四国地方整備局　高知河川国道事務所

　　　　大渡ダム管理所項目
高知市 土佐市 いの町

事項 内容
課題
の

対応

佐川町 日高村

-42-



現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定

・効果的な「水防災意識
社会」の再構築に役立つ
広報や資料の作成、配布
による、防災情報の住民
等への周知

Ａ、Ｉ、
Ｊ、

Ｌ、Ｏ

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年9月)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年度～)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年9月)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年度～)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年9月)

ハザードマップ配布
と併せて災害情報
チラシの配布(平成
28年度～)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年9月)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年9月)

・災害情報提供の
チラシ等による広
報、周知(平成28
年度～)

・水防情報システ
ムの周知を図るた
め広報を実施

・水防情報システ
ムの周知を図るた
め広報を実施(継
続）

・防災情報の利活
用を推進するため
の広報を実施

・防災情報の利活
用を推進するため
の広報を実施(継
続)

・防災情報のチラシ
を作成し、市町村
の広報誌等の配布
に合わせて住民に
配布(平成28年9
月)
・防災情報のチラシ
をダム見学の際に
配布（平成28年度
～）

・水災害広報の充
実として出水があっ
た場合、ニュースレ
ターを発行
・防災情報のチラシ
を作成し、市町村
の広報誌等の配布
に合わせて住民に
配布（平成28年度
～)
・防災情報のチラシ
をダム見学の際に
配布（平成28年度
～）

・小中学校等における防
災教育を実施

Ａ、Ｉ、
Ｊ

・依頼があれば出
前講座等を実施

随時 ・依頼があれば出
前講座等を実施

随時 ・依頼があれば出
前授業を実施

随時 随時 ・学校と村が連携し
て防災講演会を実
施

毎年 ・小中学校等から
の要請に応じ、出
前講座により防災
教育を実施（平成
28年9月30日実
施）

随時 ・9/25 高知市鴨
部高自主防災会で
実施

随時 ・小学校、中学校に
おける防災教育とし
て、防災情報の説
明及び周知、洪水
被害の歴史や身を
守るための手段、
四国地方整備局の
対策等について授
業の一環として実
施（平成28年9月
30日実施）

随時

・ダム操作に関する地元
関係者への周知

AB

・放流警報周知会
に参加

毎年
(出水期前）

・放流警報周知会
に参加

毎年
(出水期前）

・放流警報周知会
に参加

毎年
(出水期前）

・放流警報周知会
に参加

毎年
(出水期前）

・放流警報周知会
に参加

毎年
(出水期前）

・桐見ダム放流警
報周知会の実施

毎年
(出水期前）

・大渡ダムの放流
警報周知会の実施

毎年
(出水期前）

２）ソフト対策の主な取組　　②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

・水防団等への連絡体制
の再確認と伝達訓練の実
施

Ｒ、
Ｔ、Ｕ

・水防団（消防団）
と伝達訓練を実施

毎年 ・水防団（消防団）
と伝達訓練を実施
(平成28年9月)

毎年
((防災の日)9月1
日前後)

・水防団への連絡
体制の確認

・いの町防災会議
を実施（平成29年
2月24日実施）

毎年
(出水期前)

・水防団への連絡
体制の確認

毎年
(出水期前)

・水防団への情報
伝達網の確認

毎年
(出水期前)

・水防管理団体へ
の連絡体制が記載
されている水防計
画書の作成および
伝達訓練の実施

毎年
(出水期前)

・水防団との連絡
体制の確立
・樋門操作員との
情報伝達体制の確
立及び安全確保、
避難に関する周知
徹底
・維持工事による特
別巡視訓練及び巡
視担当者の安全確
保、避難に関する
周知徹底

毎年
(出水期前)

・水防連絡会の開催、重
要水防箇所の共同点検
及び精査、見直し

Ｓ、Ｕ

・水防連絡会の開
催及び重要水防箇
所の共同点検

毎年
(出水期前)

・水防連絡会の開
催及び重要水防箇
所の共同点検

毎年
(出水期前)

・重要水防箇所に
ついて幹部会での
説明
・水防連絡会の開
催及び重要水防箇
所の共同点検

毎年
(出水期前)

・日下川の重要水
防箇所の点検（平
成28年9月、平成
29年3月）

毎年
(除草時)

・水防連絡会の開
催及び重要水防箇
所の共同点検

毎年
(出水期前)

・水防連絡会の開
催及び重要水防箇
所の共同点検

毎年
(出水期前)

・水防連絡会の開
催及び重要水防箇
所の共同点検
・重要水防箇所の
精査、見直し

毎年
(出水期前)

・水防団、自主防災組
織、消防署等の関係機関
が連携した水防訓練の実
施

Ｓ、
Ｔ、Ｕ

・四国地方整備局
主催の水防工法講
習への参加

隔年
(出水期前)

・水防団（消防団）
の団員に、水防工
法の指導を実施

毎年
(出水期前)

・四国地方整備局
主催の水防工法講
習への参加

隔年
(出水期前)

－ －

・消防、警察と連携
した水難救助訓
練、自主防災組織
も含めた総合防訓
練を実施

毎年
(出水期前)

・四国地方整備局
主催の水防工法講
習への参加

毎年
(出水期前）

・水防工法講習会
を開催し水防団、
消防団の団員に、
水防工法の指導を
実施
・水防資機材の備
蓄、使用に関して
情報共有を図る

毎年
(出水期前)

・水防団等に対して河川
水位等に係る情報提供の
実施

Ｒ、Ｕ

・消防局から水防
団へ電話、メール
及びサイレンを利用
し情報提供を実施

随時 ・電話により水防団
待機水位以上の水
位は、水防団に情
報提供を実施

随時 ・水防団に河川水
位等の情報提供を
実施

随時 ・電話、無線による
情報提供を実施

随時 ・電話、無線による
情報提供を実施

随時 ・水防情報の提供

・高知県水防情報
システムのウェブサ
イトにより情報提供
を実施

・水防情報の提供
・高知県水防情報
システムのウェブサ
イトにより情報提供
を実施(継続)

・水防情報の提供
を実施
・川の防災情報の
ウェブサイトにより情
報を提供を実施
・NHKとの協定に基
づき河川情報を
NHKデータ放送で
伝達

・水防情報の提供
を実施
・川の防災情報の
ウェブサイトにより情
報を提供を実施
・NHKとの協定に基
づき河川情報を
NHKデータ放送で
伝達(継続)

日高村 高知県 高知地方気象台
四国地方整備局　高知河川国道事務所

　　　　大渡ダム管理所項目 事項
課題
の

対応

・10/27　佐川中
学校2年生74人を
対象に、風水害時
に避難すべきかどう
かなどの行動計画
を予め家庭毎で決
定してもらう学習会
を実施。
・1/14　小学3年か
ら6年生の児童を
対象にテレビで活
躍する気象キャス
ターを講師に招き、
学習会を実施。19
人参加。児童は、
豪雨となる雲の形
状、雨粒の形など
を当てるクイズや雲
を作る実験などを
通じ、天気や気象
に関して理解を深
めるとともに、自然
災害から身を守る
ための意識の向上
を図ることができ
た。

高知市 土佐市 いの町 佐川町
内容
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現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定 現在までの実施状況 今後の予定

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

・要配慮者利用施設、関
係各課と連携した、情報
伝達訓練や避難訓練の
計画の検討及び避難確
保計画等の作成に向けた
支援の検討を実施

Ｐ －

・要配慮者利用施
設に係る避難確保
計画の作成に向け
た支援の検討(平
成28年度～)
・要配慮者利用施
設と関係各課と連
携した情報伝達訓
練や避難訓練の実
施と計画の作成を
呼びかけ(平成28
年度～）

・災害対策基本法
に基づき、要配慮
者のうち避難行動
要支援者について
は、個別避難支援
計画の作成

【進捗率】
作成済/対象者数
460/892
※51.6％

・要配慮者利用施
設に係る避難確保
計画の作成に向け
た支援の検討(平
成28年度～)
・災害対策基本法
に基づき、要配慮
者のうち避難行動
要支援者について
は、個別避難支援
計画の作成(平成
29年度～)
・防災訓練を実施
するとともに、地域
主催の防災訓練に
参加(毎年(11月)

－

・要配慮者利用施
設に係る避難確保
計画の作成に向け
た支援の検討(平
成28年度～)
・災害対策基本法
に基づき、要配慮
者のうち避難行動
要支援者について
は、個別避難支援
計画の作成(平成
29年度～)

・災害対策基本法
に基づき、要配慮
者のうち避難行動
要支援者について
は、個別避難支援
計画の作成

・要配慮者利用施
設に係る避難確保
計画の作成に向け
た支援の検討
・災害対策基本法
に基づき、要配慮
者のうち避難行動
要支援者について
は、個別避難支援
計画の作成(平成
28年度～)

・福祉避難所の立
ち上げ訓練などを
実施(平成28年9
月)

・要配慮者利用施
設に係る避難確保
計画の作成に向け
た支援の検討(平
成28年度～)

毎年（9月）

・流域市町村で実
施する避難訓練等
の支援

・要配慮者利用施
設の管理者向けに
説明を実施（平成
29年1月27日実
施）

随時 ・要配慮者利用施
設の管理者向けに
防災気象情報の活
用について説明を
実施（平成29年1
月27日実施）

随時

－

・要配慮者利用施
設に係る避難確保
計画の作成に向け
た支援を実施(平
成28年度～)

・大規模工場等への浸水
リスクの説明と水害対策
等の啓発活動 Ｉ、Ｊ

・大規模工場につ
いては、地元説明
会への参加を要請
(平成28年7月)

・大規模工場につ
いては、地元説明
会への参加を要請
(平成28年度～)

・災害情報提供の
チラシ等の配布

・災害情報提供の
チラシ等の配布(平
成28年度～)

・災害情報提供の
チラシ等の配布

・災害情報提供の
チラシ等の配布(平
成28年度～)

・浸水想定区域内
の企業等を訪問、
災害情報提供のチ
ラシ等の配布

毎年
（8月）

２）ソフト対策の主な取組　　③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

■排水活動の強化に関する取組

・排水機場、樋門、排水
路等の情報共有を踏まえ
た、排水計画の検討を実
施

Ｙ － －

・出水時には、建設
業協会にポンプ設
置から排水、撤去
作業を要請する体
制を整えている。
【平成28年10月協
議済】

毎年
(出水期前)

・毎年ポンプ場担
当町職員に対し、
連絡網を整備、配
付し、町長からの通
知を配付

・排水ポンプ車を要
請するタイミングや
駐車場所について
検討(平成28年度
～)
・毎年ポンプ場担
当町職員に対し、
連絡網を整備、配
付し、町長からの通
知を配付(継続)

－ －

・排水ポンプ場の保
守点検を出水期前
に実施

・排水ポンプ場の保
守点検を出水期前
に実施(継続)

・排水機場、樋門、
陸閘の操作点検を
出水期前に実施

・排水機場、樋門、
陸閘の操作点検を
出水期前に実施
(継続)

－

・排水機場、樋門、
排水路等の情報共
有を踏まえ、排水
計画を検討(平成
29年度～平成32
年度)

・排水ポンプ車の出動要
請及び出動体制の確保

Ｚ

・必要に応じて四国
地方整備局のポン
プ車の配置を要請

随時 ・必要に応じて四国
地方整備局のポン
プ車の配置を要請

随時 ・必要に応じて四国
地方整備局のポン
プ車の配置を要請

随時

－ －

・必要に応じて四国
地方整備局のポン
プ車の配置を要請

随時 ・排水ポンプ車の平
常時の保守点検を
行い、災害発生時
による出動体制を
確保

・浸水被害状況や
市町村からの要請
により、排水ポンプ
車を出動
・台数が不足する
場合は四国地方整
備局に広域配備を
要請

・排水ポンプ車の平
常時の保守点検を
行い、災害発生時
による出動体制を
確保
・浸水被害状況や
市町村からの要請
により、排水ポンプ
車を出動
・台数が不足する
場合は四国地方整
備局に広域配備を
要請(継続)

・排水機場、樋門、排水
路等の点検及び操作説
明会の実施 AA

・週に１回委託先
（地元住民）、３ヶ
月に１回市職員が
施設の点検を実施

・週に１回委託先
（地元住民）、３ヶ
月に１回市職員が
施設の点検を実施
（継続）

・排水ポンプ車の導
入に係る協議を実
施中

・排水ポンプ車の導
入を検討(～平成
32年度)

・定期的な施設点
検や出水期前の操
作説明会への参加

毎年
(出水期前)

－ －

・定期的な施設点
検や出水期前の操
作説明会への参加

毎年
(出水期前)

・排水機場、樋門、
陸閘の操作点検を
出水期前に実施

・排水機場、樋門、
陸閘の操作点検を
出水期前に実施
（継続)

・日常の施設点検
や出水期前の操作
説明会を実施

毎年

・排水ポンプ車等による訓
練の実施 Ｙ

・四国地方整備局
の訓練への参加

毎年
(出水期前)

・四国地方整備局
の訓練への参加

毎年
(出水期前)

・四国地方整備局
の訓練への参加

毎年
(出水期前) － －

・四国地方整備局
の訓練への参加

毎年
(出水期前)

・毎年排水ポンプ
車等による訓練を
実施

毎年
(出水期前)

・ダムの容量を有効活用
するためのダム操作につ
いて判断基準、操作ルー
ル等の検討を実施 AC

・治水容量を余すこ
となく、最大限に活
用する特別防災操
作の検討を実施

・特別防災操作の
判断基準、操作
ルールの策定、下
流の被害軽減効果
を整理する(～平成
32年度)

項目 事項 内容
課題
の

対応

高知市 高知地方気象台
四国地方整備局　高知河川国道事務所

　　　　大渡ダム管理所土佐市 いの町 佐川町 日高村 高知県

-44-


